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十
七
世
紀
の
日
本
の
医
学
界
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
書

物
は
、
『
万
病
回
春
」
「
医
方
考
」
『
医
学
入
門
』
『
本
草
綱
目
」
の
四
書

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
書
物
の
著
者
た
ち
は
、
『
本
草
綱

目
」
の
著
者
・
李
時
珍
を
除
い
て
本
書
に
登
場
し
な
い
。
聾
廷
賢
、
呉

罠
、
李
挺
の
三
人
は
い
ず
れ
も
優
秀
な
医
師
で
あ
っ
た
が
、
中
国
医
学

史
上
、
時
代
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
学
説
を
生
み
出
し
た
人
で
は
な
か

っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
に
も
中
国
と
日
本
の
認
識
の
ず
れ

が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
。

日
本
の
研
究
者
は
こ
れ
ら
の
点
に
注
目
し
、
日
本
に
お
け
る
各
家
学

説
研
究
に
本
書
の
成
果
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。
そ
の
こ
と
が
ま
た
、

中
国
の
こ
の
分
野
の
研
究
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。

本
書
を
医
史
学
研
究
者
に
等
し
く
推
奨
す
る
に
は
、
内
容
が
あ
ま
り

に
も
専
門
的
す
ぎ
よ
う
。
し
か
し
、
漢
方
臨
床
家
に
は
ぜ
ひ
一
読
し
て

も
ら
い
た
い
と
希
望
す
る
。
中
国
の
各
家
学
説
な
ど
自
ら
の
臨
床
に
全

く
関
係
な
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方
で
も
、
中
国
伝
統
医
学
の
学
説
の

形
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
ぜ
ひ
認
識
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。
少
な
く
と
も
、
漢
方
医
学
が
た
っ
た
一
つ
の
理

念
で
動
い
て
い
る
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
る

で
あ
ろ
う
。

（
安
井
廣
辿
）

〔
東
洋
学
術
出
版
社
、
千
葉
県
市
川
市
宮
久
保
三
’
一
’
五
電
話
○
四

七
’
三
七
一
’
八
三
三
七
、
二
○
○
○
年
十
二
月
八
日
、
Ａ
五
判
二

九
○
頁
、
本
体
価
格
三
六
○
○
円
〕

『
消
印
は
知
っ
て
い
た
Ｉ
幕
未
か
ら
明
治
・
大
正
・
昭
和
の

〃
た
よ
り
″
が
綴
る
庶
民
医
療
史
」

題
名
が
示
す
よ
う
に
、
郵
便
物
か
ら
見
た
医
史
で
あ
る
。
幕
末
か
ら

昭
和
四
十
八
年
ま
で
一
二
八
年
余
り
を
編
年
体
で
記
し
て
い
る
。

著
者
は
「
全
国
の
郵
趣
業
者
や
古
書
店
、
そ
れ
ぞ
れ
の
即
売
会
な
ど

の
人
た
ち
か
ら
電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
等
で
情
報
を
集
め
」
「
休
日
や
休

診
日
を
利
用
し
て
全
国
の
手
紙
市
に
出
か
け
」
て
資
料
を
収
集
し
た
と

い
う
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
資
料
は
手
紙
と
葉
書
だ
け
で
な
く
、
そ
の
年

に
関
係
あ
る
錦
絵
・
医
書
・
種
痘
証
・
双
六
・
広
告
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど

種
類
も
多
い
。
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
資
料
収
集
さ
れ
た
様
子
が
察
せ
ら

れ
る
。こ

れ
ら
豊
富
な
資
料
を
駆
使
し
て
庶
民
の
医
療
と
の
関
わ
り
を
語
っ

て
い
る
が
、
手
紙
に
多
く
見
ら
れ
る
の
は
、
感
染
症
と
闘
う
患
者
と
そ

の
親
族
か
ら
の
切
実
な
声
で
あ
る
。

明
治
十
二
年
の
コ
レ
ラ
大
流
行
で
は
「
幣
村
八
月
十
一
日
克
烈
刺
病

発
ル
。
二
週
間
之
内
死
亡
廿
人
程
有
之
」
と
悲
惨
な
状
態
を
伝
え
て
い

る
。
明
治
二
十
八
年
に
は
コ
レ
ラ
が
再
び
流
行
し
、
九
月
三
日
に
第
三

高
等
学
校
医
学
部
（
岡
山
大
学
医
学
部
の
前
身
）
は
「
悪
疫
流
行
二
付
、

夏
期
休
業
ヲ
本
月
二
十
日
迄
延
期
ス
」
と
関
係
者
に
通
知
し
て
い
る
。

北
里
柴
三
郎
と
ベ
ー
リ
ン
グ
が
発
明
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
血
清
は
明
治

二
十
九
年
に
製
造
販
売
さ
れ
、
そ
の
広
告
は
が
き
が
同
年
の
七
月
に
出

て
い
る
。
そ
の
後
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
製
造
や
皮
下
注
射

正
木
繁
著
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の
導
入
な
ど
、
日
本
の
医
療
が
近
代
化
し
て
い
き
、
そ
の
恩
恵
に
浴
し

た
患
者
の
声
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
大
正
元
年
の
手
紙
で
は
「
…
…
私
嬉

し
い
！
嬉
し
い
ん
で
す
も
の
Ⅱ
あ
の
ね
一
昨
日
又
他
の
薬
を
今
度

は
腕
に
注
射
し
て
頂
き
ま
し
た
の
、
そ
し
た
ら
そ
れ
が
き
い
た
の
で
す

か
、
昨
日
か
ら
大
変
ぐ
わ
い
が
よ
く
て
熱
も
ず
っ
と
下
っ
て
た
っ
た
七

度
三
分
し
か
な
か
っ
た
の
で
す
の
：
・
・
：
私
こ
れ
を
か
ぎ
り
に
全
快
出
来

る
様
な
気
が
し
て
．
…
・
・
」
と
喜
び
と
希
望
に
満
ち
て
い
る
。

一
方
、
三
名
の
医
師
に
診
て
も
ら
い
、
注
射
も
し
て
も
ら
っ
た
が
、

医
薬
の
効
果
が
な
い
と
い
う
嘆
き
や
、
い
つ
の
世
も
変
ら
な
い
医
療
費

の
悩
み
を
訴
え
る
手
紙
が
あ
る
。
「
食
事
も
通
ら
ぬ
日
々
、
医
者
・
薬
．

養
生
食
（
牛
乳
・
タ
マ
ゴ
）
等
に
し
て
金
銭
ノ
入
用
少
か
ら
ず
、
母
仕

事
も
出
来
ず
、
日
々
介
抱
に
付
き
添
ひ
居
り
度
故
、
実
に
困
難
ハ
言
葉

に
尽
せ
ず
、
両
親
の
心
底
御
察
し
下
さ
れ
て
、
仮
令
少
々
な
り
共
○
印

御
送
付
に
預
り
度
、
金
子
御
都
合
悪
し
く
し
て
御
送
附
無
候
ば
一
度

…
：
．
」
（
明
治
三
十
九
年
）
と
親
か
ら
子
へ
医
療
費
の
援
助
を
頼
ん
で
い

る
。

本
書
は
手
紙
を
通
し
て
、
医
療
に
た
ず
さ
わ
る
側
、
医
療
を
受
け
る

側
の
生
の
声
が
伝
わ
っ
て
き
て
非
常
に
興
味
深
い
内
容
に
満
ち
て
い

る
。
ま
た
写
真
も
豊
富
で
、
見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
。

な
お
付
記
す
る
と
、
本
書
に
は
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
診
察
券
が
載

っ
て
い
て
、
そ
の
中
に
明
治
四
十
年
の
順
天
堂
医
院
の
紙
製
診
察
券
が

あ
る
。
明
治
初
期
の
順
天
常
の
診
察
券
は
木
版
で
あ
り
、
蔵
方
家
か
ら

出
て
き
た
。
表
に
は
「
順
天
堂
」
と
焼
き
印
が
し
て
あ
り
、
裏
は
患
者

の
住
所
・
名
前
・
年
齢
が
墨
で
書
か
れ
て
い
る
。
『
順
天
堂
史
・
上
巻
」

「
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
一
五

一
四
’
’
五
六
四
」

本
書
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
校
医
学
部
の
医

史
学
教
室
の
オ
マ
リ
ー
教
授
（
一
九
○
七
’
一
九
七
○
）
が
、
近
世
解

剖
学
の
創
始
者
で
あ
り
近
世
医
学
の
祖
と
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ド
レ
ア

ス
・
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
ニ
五
一
四
’
一
五
六
四
）
の
没
後
四
百
年
を
記

念
し
て
、
そ
の
全
生
涯
を
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
綿
密
に
し
か
も
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
に
と
り
あ
げ
、
奥
行
き
と
拡
が
り
と
味
わ
い
の
あ
る
伝
記
と
し

て
出
版
さ
れ
た
房
ロ
島
①
四
ｍ
ぐ
①
の
四
冒
切
旦
即
匡
朋
①
房
屈
匡
國
］
○
口
．

Ｑ
巨
昌
ｇ
」
の
全
訳
で
あ
る
。

訳
者
の
坂
井
建
雄
教
授
は
、
優
れ
た
解
剖
学
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

医
学
の
歴
史
や
古
典
に
も
造
詣
の
深
い
碩
学
で
あ
り
、
得
意
の
語
学
力

を
活
か
し
て
原
著
に
忠
実
に
、
し
か
も
き
わ
め
て
わ
か
り
や
す
い
よ
く

こ
な
れ
た
日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
た
。
そ
の
意
を
十
分
に
理
解
し
た
エ
ル

セ
ビ
ァ
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
ミ
ク
ス
社
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
堅
牢
で
重

〔
朝
日
新
聞
社
刊
、
二
○
○
○
年
二
月
二
十
一
日
発
行
、
Ｂ
五
判
、
二
二

六
頁
、
定
価
本
体
三
三
○
○
円
〕

の
編
纂
の
折
に
貸
し
て
、
今
で
も
順
天
堂
大
学
に
保
管
（
？
）
さ
れ
て

い
る
。

（
蔵
方
宏
昌
）

チ
ャ
ー
ル
ズ
．
Ｄ
・
オ
マ
リ
ー
著
坂
井
建
雄
訳


